Study on human resource retention management system and application required for elderly care facilities : From the work motives of care workers to the retention of foreign care workers by 李 泰俊












論文題目（英文） Study on human resource retention management system and application required 
for elderly care facilities: From the work motives of care workers to the retention 






 所属・職位 氏名 学位（分野） 学位取得大
学 
専門分野 
主査 早稲田大学・教授 加瀬 裕子 博士（人間科学） 早稲田大学 老年学 
副査 早稲田大学・教授 西村 昭治 博士（人間科学） 大阪大学 情報科学 





























































































3.5.1 2025年には 37.7 万人の介護人材不足が予測されており、より総合的かつ計画
的な社会的対応が求められている。本論文の社会的意義は明確である。 
3.5.2 本論文は、むしろ「解決より理解」「ケアに根拠を求める」ボトムアップのマネ
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5 学識確認：関連課目については、「大学院人間科学研究科博士学位論文（課程外）審査に関
する内規」第１７条第２項第三号を満たすことを確認した。また、外国語については、同内
規１８条第４項第三号を満たすことを確認した。 
 
6 結論 
以上に鑑みて、申請者は、博士（人間科学）の学位を授与するに十分値するものと認める。 
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